
平成１５年版「環境白書」訂正について

（太字、下線の部分が訂正する箇所です ）。

箇所 誤 正

本編 区分 濃度範囲 区分 濃度範囲P.107
表 内 （最低値～最高値） （最低値～最高値）81

一般環境 一般環境0.0072 0.091 0.015 0.054～ ～

発生源周辺 発生源周辺0.0097 0.073 0.032～

本編 区分 濃度範囲 平均値 区分 濃度範囲 平均値P.108
表 内 （最低値～最高値） （最低値～最高値）82

地下水 地下水0.0079 0.19 0.072 0.013 0.19 0.075～ ～

本編 P.109
26 行目 ・・・ ・・・トリフェニル化合物 トリフェニルスズ化合物

本編 測定結果（最小～最大） 測定結果（最小～最大）P.112
表 内 その他 その他86 － 30
本編 表P.127 98

本編 表P.128 101
（誤） （正）

区分／年度 平成１３年 区分／年度 平成１３年

事業者 事業者331,854 331,854
（内秋田市分） （内秋田市分）2,613 2,613
処理業者 処理業者143,509 143,509
（内秋田市分） （内秋田市分）57,657 57,657
公共 公共125,638 125,668

（内秋田市分） （内秋田市分）0 0
合 計 合 計601,001 601,031
（内秋田市分） （内秋田市分）60,270 60,270

本編 地熱発電 ・・・ 地熱発電 ・・・P.146 138,000kW 138,300kW
９行目

概要版 図「秋田県の二酸化炭素排出量の推移」の縦軸P.30
（誤） （正）1900 1990年 年
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資料37 環境ホルモンの現況

①県の測定実施結果 （単位：μg/ ）ç
河 川

No. 調 査 対 象 化 学 物 質 長木川 阿仁川 米代川 横手川 丸子川 玉 川 旧雄物川 子吉川 馬場目川
餅田橋 高長橋 能代橋 藤木上橋 丸子橋 玉川橋 港大橋 本荘大橋 竜馬橋

１ ポリ塩化ビフェニール類（ＰＣＢ） 0.00010 0.00006 0.00008 0.00003 0.00003 0.00034 0.00010 0.00004 0.00003
２ オクチルフェノール4-t- 0.30 0.01
３ ビスフェノールＡ 0.02 0.01 0.02

湖 沼 海 域
No. 調 査 対 象 化 学 物 質 十和田湖 八郎湖 北部海域 南部海域 秋田港

西 湖 湖 心 八森沖 金浦沖 南西2km 2km 2km
１ ポリ塩化ビフェニール類（ＰＣＢ） 0.00004 0.00005 0.00001 0.00002 0.00002
３ ビスフェノールＡ 0.02

②秋田市の測定実施結果
（単位：μg/ ）ç

河 川
No. 調査対象化学物質 新城川 草生津川 旭川

新城川橋 面影橋 川口橋
４ ノニルフェノール 0.2
５ ビスフェノールＡ 0.04 0.07 0.01
２８ β エストラジオール17 - 0.0016


